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　わが国の医学教育の検討課題の中で，特に大学院制度，専門医制度，研修医制度を巡り，それ自
身，或いは相互の制度の矛盾について論議されてきましたが，いずれも医学・医療の現状や環境変
化に影響をうけることが多く，未だに解決されない問題が山積しています．
　数年来，私立医科大学協会では傘下の大学に対し，これらの問題点について精力的に詳細なデー
ターをもとに調査検討を重ねて来ましたが，平成9年度には大学院の交流と研修医・専門医制度の
現状が浮き彫りにされました．例えば，そのひとつは各大学院の取得単位の互換性，学生相互の派
遣交流，交流における研究内容の向上が試みられ，すでに成果が認められていますが，一方では医
学研究科の形骸化，大学間の閉鎖性によって大学院学生レベルの交流が妨げられている事実もあり
ます．このような質的低下を無くすためには，個々の大学，特に私立医科大学においては大学院整
備を計り，教育水準の向上に努力する必要があります．
　更に他の一つは専門医制度，研修医制度が卒後医学教育の中にあって根幹から考え直すべき問題
を含んでいます．近年の医学領域の細分化や専門性の高度化に伴い多くは各臨床医学が所属する医
学会が独自で専門医を生み出してきましたが，なかには本来の専門医の意義が失われたものもあ
り，欧米のそれとは明らかに異なっていました．わが国の医療制度が専門医制度に答えていないこ
とが原因の一つでしょう．しかし専門医が真の専門医であるためには医学会自身が己れを如何に処
すべきかを問い直すことが必要ではないでしょうか．
　このように医学の発展に制度化は重要な役割をもちながら，先に挙げた二つの課題は，相互にも
切り離して考えることは出来ません．現状ではそれが形骸化したり，制度間での矛盾を孕む結果を
得ていますが一般医（general　practician）養成との接点を含めて医療の現状，社会的経済的背景
を考え広い視野に立った検討が迫られています．
　わが国の医学教育や大学医育機関，大学付属病院が本来の教育・研究・診療の目標を失うことな
く，国の方針に受け身の形で反応することなく，優秀な人材と能力を活用し次世紀にむけ，はばた
く時が迫っています．
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